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    ５歳児Ⅰ期（４月～５月上旬）        Ⅱ期（５月中旬～８月）         Ⅲ期（9月～１０月上旬）                   Ⅳ期（10月中旬～12月）       Ⅴ期（1月～３月）         小 学 校 
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創造 
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話す・ 
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伝え 

合う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年長になった喜びを感じなが

ら友達と一緒に行動し、つな

がりを感じる時期 

友達からの刺激を受け、自分の課題を

達成しようとする時期 

自分たちの生活に見通しをもち、仲間と

のつながりの中で課題を達成しようと

する時期 

友達や学級のみんなと共通の

課題をもち、力を合わせて成し

遂げる満足感が得られる時期 

一人一人が自信をもって

生活を進めていく時期 

安心して生活し、自信を

もって自己表現ができる

ようにしていく時期 

保幼小の接続期カリキュラム ～学びの芽生え～ 

理由を添えたり新しい提案をした

りして、自分の考えを伝える。 

相手の気持ちを察することができる。 

困ったことや必要なことを言葉で

伝えることができる。 

自分からあいさつや返事、簡単な伝言ができる。 

自分の思いを出したり、相手の気持ちを聞いたりする。 

自分の思いや考えを友達に言葉で分かるよ

うに伝える。 

互いの考えを出し合いながらイメージを共

通にしていく。 

みんなの前で自分の考えを分かるように話そう

としたり、友達の話を聞いて話を理解しようと

したりする。 

自分の思いや考えを友達に言葉で伝えたり、相手の話を聞いたりして遊びを進めていく。 

学級や学年の課題に向かって、自分の考えをグループの友達と相談しながら相手の考

えを聞いて、活動に取り組む。 

ごっこ遊びやルールのある遊びなどで、イメー

ジやルールを言葉で相手に伝えながら共通にし

ていく。 

修了前に、年中組への当番の引継ぎを行

い、やさしく相手に分かりやすいように

伝える。 

最後まで人の話を聞き、その意図

を理解し、考えて行動する。 

意欲的に話したり、聞いたりする。 
製作活動などを通して、グループの友達と色や形など決

める簡単な相談をする。 

みんなの中で話を聞くときに、姿勢

に気を付ける。 

テーマ① 
身近なできごとについて感じた

ことや不思議に思ったことを言

葉で表現する。 

「ありがとう」「ごめんなさい」が言える。 
必要に応じたあいさつや返事をする。 

相手に応じて、事柄の順序に気を付け

ながら話したり、大事なことを落とさ

ないように興味をもって聞いたりす

る。 

姿勢や口形、声の大きさや速さなどに

注意して、はっきりした発音で話す。 

相手の目を見て返事やあいさつができる。 

相手の思いが分かり、「ありがとう」「ごめんなさい」を自分から言う。 

テーマ② 

テーマ③ 

全 

全 

全 

全 

できないことや少し難しいことにも挑戦しようとする気持ちをもつ。 

文字や数に関心をもち、生活や遊びに取り入れて遊ぶ。 生活の中で、図形・時間に関心をもつ。 

身近なできごとに興味をもち、疑問に思った

ことを保育者に聞いたり調べたりする。 

 

 

興味のあることに自分から取り組み、試したり工夫したりする楽しさを味わう。 

話すことや書くこと、数や量、図形に対

して関心をもつ。 

自分と身近な自然に関心をもつ。 

経験をもとに、試行錯誤しながら考える。 

 

物語や昔話など、いろいろな絵本

に親しむ。 
物語や話の続きに興味をもち、友達と楽しんで聞く。 

物語や話の続きに興味をもち、学級

の友達と楽しんで聞く。 

絵本や物語からイメージを広げ、さ

まざまな方法で表現することを楽

しむ。 

葉の色や実の形、大きさの変化に気付き、関心をもち、比べたり遊び

に取り入れたりする。 
水や砂に十分に親しみながら、試したり工夫したりして特性に気付

き、自分なりに課題を追求する楽しさを感じる。 

動植物や自然現象に関心や親しみをもち、考え

たり、試したり、自然をとり入れたりして遊ぶ。 

日常生活に必要な文字や数、標識に興味をも

ち、遊びの中に進んで取り入れる。 

イメージに合う材料や用具を選び、遊びに必要なものをつ

くったり場の構成を工夫したり知り遊びを楽しむ。 

クラス全体での歌、手遊び、ダンス

などを通して、声や動きが合うこと

の心地よさを感じ、表現を楽しむ。 

感じたことや想像したことを思いのまま

に表現する。 

 

いろいろな素材を使って描いたり、作ったりする。 

歌ったり楽器を使ってリズム遊びをしたりすることを楽しむ。 

材料や用具を目的に応じて安全に、

工夫して使い、イメージを表現しよ

うとする。 

友達とイメージを共有しながら、いろいろな方法で

表現し、みんな演じて遊ぶ楽しさを味わう。 

みんなで心を合わせて歌やリズム、劇や楽器の合奏

をすることを楽しむ。 

はさみ、のりなどの用具の安全な扱い方が分かる。 

全 

生活 

国語・算数 

国語・生活・図工・音楽 



     ５歳児Ⅰ期（４月～５月上旬）        Ⅱ期（５月中旬～８月）         Ⅲ期（9月～１０月上旬）                   Ⅳ期（10月中旬～12月）       Ⅴ期（1月～３月）         小 学 校 

  

協同 

 

 

調整 

 

 

 

 

 

他者 

理解 

 

 

異年齢

との 

交流 

  

 

 

 

 

 

 

 

信頼 

規範  

 

きまり 

 

 

 

 

 

 

 

善悪 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年下の幼児と関わり、年長組の役割を年中組に引き継ぐ中で、

成長した喜びを感じて、自信をもつ。 

していいことと悪いことの基本的な区別ができる。 

共同の物を大切に扱い、譲り合って遊ぶ。 

好きな遊びや一斉の遊びの中で、ルールのある遊びを楽しむ。 

新しい生活の中で、きまりの必要性を感じ、保育者や友達と

一緒につくる。 

遊びの中で友達との関わり方やルールの必要性を感じる。 

共通のルールの中で、刺激し合ったり、競い合ったりする。 

保育者や友達からの刺激を取り入れながら遊びを進め、遊び方やルー

ルを自分たちでつくり出し、守って遊ぶ。 

みんなで心地よく遊んだり生活したりするための決まりやマナーが分か

り、自分たちで必要な決まりをつくったり守ったりする。 

約束やきまりを守り、みんな

で使う物や場所、施設を大切

にする。 

今は何をすべきか自分で判断し、状況に応じた行動をしようとする。 

してはならないことはしないで、

素直に伸び伸び生活する。 

友達との関わる中で考えが食い違い、思い通りに

いかない経験をする。 

自分とは違う考えを受け入れようと

する。 

互いの思いを言い合える友達関係をつくるようにする。 

友達との仲間意識やつながりを感じる。 

友達の持ち味に気付きながら遊びを進める。 

友達とのトラブルを通して友達の考えていることに気付き、その考えを受け入れる。 

互いの考えを出し合い、受け入れたり譲り合っ

たりしながら、一緒に遊びを進めるおもしろさ

を味わう。 

遊びや生活を自分たちで進め、友達や自分のよさを発揮する。 

クラスや学年の友達と一帯感を感じながら自分の力を発揮する。 

年下の幼児に対して親しみの気持ちをもって接

する中で、年長児として自覚をもつ。 

小学生との交流を通して小学生や小学校の生活に触れることを楽しむ。 

自分の身近な人（年下の幼児、高齢者、地域の人など）との関

わりを通して、相手を思って行動しようとする。 

いろいろな人への感謝や思いやりの気持ちをもつ。 

身近な人と慣れ親しむ。 

互いの意見をよく聞いた

り気遣ったりして、仲良

く助け合って話し合いを

進める。 

幼い子どもや高齢者な

ど、身近にいる人に温か

い心で接し、親切にする。 

学級やグループの目的に

向かって気持ちを合わせ

る心地よさややり遂げた

満足感を味わう。 

友達と考えが一致して一緒に遊びを進める楽し

さを感じる。 

相手の立場に立って考えたり行動しようとしたりする。 

友達の動きや言葉を感じ取りながら行動する。 

気持ちのよいあいさつ、言葉

遣い、動作などに心がけて明

るく接する。 

チームで競い合う中で、個々の力を発揮したり、友達と知恵を出し

合ったりして、チームのつながりを感じる。 

大人への感謝の気持ちを

もつ。 

交通ルールを守り、一人で登

下校できる。 

自分の物と友達の物を区別することができる。 

全 

全 

全 

道徳 

生活・道徳 

全 

道徳 

道徳 

園外で過ごす時に公共の場所での過ごし方や交通ルールが分かり、守って行動する。 

 

年長になった喜びを感じなが

ら友達と一緒に行動し、つな

がりを感じる時期 

友達からの刺激を受け、自分の課題を

達成しようとする時期 

自分たちの生活に見通しをもち、仲間と

のつながりの中で課題を達成しようと

する時期 

友達や学級のみんなと共通の

課題をもち、力を合わせて成し

遂げる満足感が得られる時期 

一人一人が自信をもって

生活を進めていく時期 

安心して生活し、自信を

もって自己表現ができる

ようにしていく時期 

保幼小の接続期カリキュラム ～人との関わり～ 
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との 

連携 

  

 

身支度、片付けなどの手順が分かり、進んで行う。 

 

 遊具や遊びに必要な製作物を片付ける所が分かり、整理整頓してしまうことを身に付ける。 

 

 

時間など、一日の生活の流れに見通しをもち、自分から動こうとする。 

 

 

みんなで活動する前に、次の活動の

準備をする。 

 

 

係や当番活動などやり方が分かり、年長としての生活の仕方を身に付ける。 

 

 

衣服の調節や身体の清潔など、生活に必要な習慣を身に付ける。 

 

 

学期末や年度末に自分たちの生活の場をきれいに大掃除する心地よさを感じる。 

 

 

年長になった喜びを感じなが

ら友達と一緒に行動し、つな

がりを感じる時期 

友達からの刺激を受け、自分の課題を

達成しようとする時期 

自分たちの生活に見通しをもち、仲間と

のつながりの中で課題を達成しようと

する時期 

友達や学級のみんなと共通の

課題をもち、力を合わせて成し

遂げる満足感が得られる時期 

一人一人が自信をもって

生活を進めていく時期 

安心して生活し、自信を

もって自己表現ができる

ようにしていく時期 

５歳児Ⅰ期（４月～5月上旬） ５歳児Ⅱ期（５月中旬～８月） ５歳児Ⅲ期（９月～１０月上旬） ５歳児Ⅳ期（１０月中旬～１２月） ５歳児Ⅴ期（１月～３月） 小 学 校 

自分たちのできることに進んで取り組む。 

 

 

いろいろな状況に応じて、自分で考えて行動する。 

身の回りの整理整頓を

する。 

働くことの喜びを感じる。 

就学を意識した生活のリズムを作ろうとする意識を高める。 

 

 

早寝・早起き・朝ご飯

の習慣を身に付ける。 

「接続期」としての年長１年間の指

導の内容を分かりやすく伝える。 

学校説明会を通して、入学後の生活を知らせる。 

 

小学校との交流の様子や就学時検診などから、小学校の生活に関心をもたせ、

それを見通した生活習慣を身に付けられるようにする。 

学級や学年としての意識をもち、その中の一人として動く楽し

さを感じ、その必要感をもって行動する。 
日常の生活や学習に取り

組む態度を育てる。 

保幼小の接続期カリキュラム ～生活習慣・運動 

ｈ～ 

授業中と休み時間の違いがわ

かって生活する。 
テーマ④ 

梅雨や暑さに向けて、汗の始末や衣

服の調整を自分で考えて行う。 

 

ごみを分別して捨てる。 

 

衣服の着脱やたたむこと

を自分で行う。 

決められた時間で、片付

けやごみの始末をする。 

全 

全 

特別活動 

全 

全 

特別活動 

一日や週、月の予定を見て、予定を意識して動こうとする。 

 

 

遊具や用具、遊びに使う場所などの安全に気を付けて遊ぶ。 危険な遊び方や場所がわかり、自分で判断して

安全に行動しようとする。 

夏休みに家庭ですべきことを

学級全体や個別に伝える。 

新しい学級のみんなで食事をすることを楽

しむ。 

収穫への期待をもって土づ

くりや苗・種植えをする。 

栽培物を通して自然の不思議さを感じ、収穫の喜

びや感謝の気持ちをもつ。 

日本古来の行事で食される食べ物をとおして伝統文化に触れる。 

苦手な野菜も、食べてみようとする。 

自分たちで育てた野菜を使って調理し、喜んで食べる。 

もちつきをしながら、一年を振り

返ったり新年を祝ったりする気持

ちをもつ。 

冬野菜の収穫を喜ぶ。 

自分の体に関心をもち、健康のためにいろいろな食べ物を食べようとする。 

秋の収穫を喜び、お世話になった人や自然の恵みに感謝する。 

自分の体を様々に動かしたり、今までの経験を取り入れて動いたりすることを楽しむ。 

共通のルールに沿って遊びながら、自分の力を出したり、友達に対応して動いたりする楽しさを感じる。 

目的に向かって自分の力を出したり、友達と力を合わせたりする楽しさを味わう。 

友達と刺激を受け合いながら、自分なりの目

的をもち、繰り返し挑戦する。 

運動遊びの相手チームと競い合い、一緒に力を出したり励まし合ったりしながら、

チーム対抗の楽しさを感じる。 

目的に向けて取り組む中で、自分の力を発揮し、やり遂げた満足感を味わう。 

自分の力を発揮しながら、仲間と協力し合って遊びを進める楽しさを味わう。 

粘り強く取り組み、満足感や達成感を味わい、自信をもってさらに高い課題に挑戦

しようとする。 

友達といろいろな動きを楽しみながら、互いに認め合い、共に成功感を味わう。 

多様な運動遊びを行い、基

本的な動きを身に付け、意

欲的に運動する。 

自分と身近な自然に関心

をもつ。 

みんなで食事をするときの約束ごとやマナーが分かり、守ろうとする。 給食に関心をもち、新しい

仲間と食べることを楽しむ 

水遊びで自分の目標をもって取り

組み、最後までがんばろうとする。 

自分の食べられる量を加減

し、苦手なものも食べるよ

うにする。         自分の食べられる量が分かり、苦手なものも少しでも食べてみようとする。 

テーマ⑤ 

特別活動 

生活 

体育 

生活 

決められた時間で身支度

や衣服の着脱をする。 

安全に生活・行動しようとする。 

全 

決まりを守り、仲良く運動

する。 
体育 



 

 

 


